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枚方市立小・中学校教職員の
時間外勤務時間

平成２９年度～令和元年度
業務改善加速事業モデル校（樟葉北小学校）の実績！！

樟葉北小学校では、教職員全員が、「実
感できる業務改善」を意識して取り組ん
できました。
「実感」は、個人の感覚が違うことを共
有することで意識改革を進めることがで
きました。
ポイントは…
「業務の合理化を図る。」
「業務の質を上げる。」
「業務の総量を減らす。」
教職員一人ひとりが、目標を意識して業
務の効率化を目指すことで、同僚性を育
むことができ、結果として、学校の業務
量を減らすとともに、業務時間が減少す
ることになりました。

個別データでは、 （H30） （R1）
時間外勤務時間が月当たり 100ｈ以上 4.4％ → 3.2％

8０ｈ以上100ｈ未満 11.3％ → 8.4％
60ｈ以上80ｈ未満 26.2％ → 21.2％
45ｈ以上60ｈ未満 43.5％ → 36.7％
45ｈ未満 14.6％ → 30.5％

★樟葉北小では、ストレスチェック分析において、「仕事や生活の満足度」 UP!「働きがい」 UP!
「心理的な負担感」 DOWN！という結果が出ています。



学校における働き方改革の目的
～教職員が元気な学校は、子どもたちも元気な学校～

これまでの働き方を見直し、教職員一人ひとりの心身の健康保持の実現
と、誇りややりがいをもって勤務することで、子どもたちに対して、効果的
で充実した教育活動おこなうことをめざす。

時間管理の徹底
・出退勤システムを活用した在校時間
の適切な把握。
・学校⇔家庭の電話応対時間の設定。
・市教委⇔学校の電話応対時間の設
定。
・学校閉庁日の設定。
・定時退庁日の徹底。

意識改革
・「時間を意識した働き方」へ。限られた時間を最大限に有効活用
し、効果的で充実した教育の実現をめざす。
・働き方改革研修の実施。
・業務改善推進校の取組好事例の発信。
・専門コンサルタントによる研修・助言。
・原則スクラップ＆ビルド。

学校指導体制の整備
・部活動ガイドラインの遵守徹底。
・研修内容、実施方法の精査による効果
的、効率的な研修の実施。
・市教委による学校訪問体制の再構築。

事務業務の軽減
・業務アシスタント活用
（推進校１０校）。
・自動採点システム活用（中学校３校）
・校務支援システム活用

教職員のメンタルヘルス対策推進
・働きやすい職場環境づくりの徹底。
・ストレスチェックを年２回実施。
・１月あたり時間外勤務100ｈ以上又
は２～６月平均80ｈ以上の教員全てに
ついて、産業医による面接指導を行い
教員の健康管理を徹底。



令和元年度モデル校・準モデル校による
取組より

児童にも先生にも優しい学校づくり
ストレスチェック
・「仕事や生活の満足度」 UP!
・「働きがい」 UP!
・「心理的な負担感」 DOWN！

・教室環境・給食手順のＵＤ化
・学年だより様式統一
・教育計画の年内作成
・児童印作業の廃止
・職員会議ペーパーレス化
・丸付け作業の改善

校内業務改善研修を実施
（首席が担当）し、来年度学校
として取り組むことを明確化。

（一例）
５，６年生の一部教科担任制を実施。
・学年の全ての児童の把握が可能。
・チームでの生活指導が充実。
・担当教科の教材研究を深く。

職員アンケートから、業務改善

・図工展を年間作品展へ。
・１時間目開始を8：45に変更。
・職員朝礼を電子化。集まるのは週１回
に。＝児童との時間に。
・他校の取組の影響で、年度末反省を
年間反省に変更。
・職員会議資料のデータ化・ペーパーレ
ス化。
・部会の参加者の精選。

Ｉｎ a short time！を意識

・学校教育自己診断
「業務改善を意識した働き方」ＵＰ！
「校務分掌等適切な配置」 ＵＰ！

・組織改編（部会の整理・統合）
・電話応対時間（月～金8：00～18：00）
・業務アシスタント活用。
・出退勤データ管理
時間外勤務時間 年間平均35.6ｈ

生徒に向き合う時間の確保

・事務作業削減 満足度約８割！
業務アシスタント活用（月～金 ９時～12時）

・負担感削減・教材研究に専念
満足度約９割！

電話応対時間 （月～金8：00～18：00）

・業務削減 満足度約７割！
自動採点システム

アシスタント活用から見えた、
計画的な業務遂行の大切さ

・業務依頼を意識することで、自分の仕
事と依頼する仕事を分別。
・自分の仕事を精選することで、見通し
をもった業務意識の確立へ。
・自分にしかできない仕事を優先し、そ
れ以外は依頼できる仕事とする。

楠葉中・樟葉北小・樟葉小
蹉跎小・交北小・田口山小・菅原東小・伊加賀小・
東香里中・蹉跎中



令和２年度
業務改善推進校の目標

１．樟葉小学校
２．交北小学校
３．菅原東小学校
４．伊加賀小学校
５．東香里中学校
６．蹉跎中学校
７．開成小学校
８．五常小学校
９．蹉跎東小学校
10.長尾西中学校

※各校の資料は、推進校応募の際に提出されたものです。













【令和 2 年枚方市立磋詑中学校 業務改善推進】

◇目的◇ 「教職員のやる気溢れるチ ー ム磋詑中学校 ·ONE TEAM磋詑」
女持続可能な学校運営と教育力の向上→授業づくりに専念できる環境

女業務の適正化と質的転換→必要、不必要の仕分け、優先順位の明確化

女教職員の意識改革→社会人としての意識と=家庭人 ・ 地域人としての意識

2年目、教職員と共にさらに進めていきたい。ONE TEAM磋詑で前進。
虹[i ，，

• 自分で考え、自分から取り組む
• 自分で計画を立てて勉強する
・課題に関心を持ち、自分で考え、他者の意見を聞き、
自分の考えと照らし合わせ学ぶ。

0すぺての生徒が学びを投げ出さない学習指導

・思いやりや感謝の気持ちを持ち、何事にも積極的に
取り組み、互いに認め、支えあう。

0すぺての生徒が周りを思いやることのできる生徒指導
0すぺての生徒に居場所のある集団作り
0すべての生徒が将来の夢を語れる進路指導
〇健康安全教育の充実と危機管理の徹底
〇家庭との連携
〇地域との連携の充実

子どもの実態
．何事にも自分で考え、取り組んでいる
・自分で計画を立てて勉強している
• みんなで協力するのは楽しい

その為に行う授業・行事· 学級学年活動・部活動の他に
0学担会議0学力向上会議〇教科代表者会議〇教科部会
〇職員会議0分掌会議〇各委員会会議0学年会議

・話合う活動を通じ自分の考えを深めている
〇小学校、関係諸機関、高校との運携

しかし、まだ自己の肯定感は低い→
もっと先生にそばにいて欲しい

I - ■ ■ -■ ■ 一・・―.. - .. - .. 
女業務改善への取組a,.c;;,

-■ ■-

道紐沫況0→ I . 時間の余裕は心の余裕

△①業務の精査、分掌の見直し •時間への意識は仕事と

O②事務連携

O③業務アシスタントによる
業務量の減少（意諏砂しずつ変化）

△④勤務時間対する意識

私生活のけじめ
• 生活のメリハリは生徒

の前で元気な先生

（△教職員自身、X生徒、xx保護者、△地域）
O⑤電話応対時間の周知→今年度、更に変更

平日の電話対応時間（課業日 8: oo--最終下校から 30 分
長期休業中 8: 30--17: 00、休日なし）

△⑥総業務量の適正化、平準化により、授業改善八の時間
に活用。授業が上手になると先生のやる気が沸く

△⑦部活動の活動時間、日数について I 
本校部活動方針に則る・・・が、やる気満々顧問や
保護者の意識を変えることは可能か？（課題！）

―.. - .. ―• • 一• • 一・• 一• • 一・• 一.. - .. ―.. - I

教職員の願い
◇よりよい授業を目指し 、 教材研究をする。
◇生徒一 人ひとりに寄り添い 、 細やかに生徒

の状況を把握する。
◇保護者との連携を密にする
◇教職員としてのスキルアップの為の研修受講

教職員の実態
●授業がない時間は授業等プリント類の印刷
●学級、分掌、部活等関係書類の作成印刷
●配慮のいる生徒への付き添いや対応
●課題のある授業への応援
●課題のある生徒の生徒指導や保護者対応

結果 、 必要な生徒のそばに行けない。時間が
ない。帰りが遅くなる。不平を感じる。家庭
訪問が憂鬱に感じる

■教職員の「業務改善」が必要であることの意識づけは進みました。職場環境の変化は前年踏襲による業務
の増加を防いでいます。職場環境改善は一気に進みました。（でも、限界あり）「教師の仕事はやりがいのあ
る仕事である」と、感じる先生の意識は確実に職場を明るい雰囲気にしています。
今年のテ ー マは「ONE TEAM磋詑」。さらなる職場環境づくりからの授業改善へ進めることは生徒のプラ
スと信じて実践していきます。











学校における働き方改革（これまでの教職員の
働き方の見直し）は、子どもたちに対して、効果
的で充実した教育活動をおこなうため取り組む
ものです。

大切なことは、時間は限られているということ。
その中で、
１、授業力を磨くこと。
２、日々の生活の質・教職人生を豊かにすること。

自らの人間性や創造性を高めましょう。
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